
水辺の回廊整備・鴨川創造プランより抜粋（９ページ）



【参考】中州・寄州管理について　（過去の鴨川府民会議資料を加工）

無管理区間では
２０年程度で
ほぼ全面が陸地化

平成8年度に中州除去

区間２ 二条大橋より上流（高野川を含む）
・堆積が進むと治水上問題となるため、中州が固定化しな
いよう、概ね１０年サイクルで区間の８０％を掘削する

・環境の激変を避けるため、２０％ほどを残し、施工区間を
連続させない。

・鳥類の営巣地などに配慮する

第４回鴨川府民会議（H20.11.28） 中州管理と陸地化の状況

第６回鴨川府民会議（H21.6.18） 中州管理の対応案

区間１ 二条大橋より下流
河道断面に余裕がなく、堆積土砂による陸地化が治水上

問題となるため、積極的な河床整正による中州管理を行う

区間の状況に応じて対応

放置すると中州が固定化し、
河床が陸地化する

中州管理が必要

無管理区間

平成8年度に中州除去を
した区間では１０年で過
半が陸地化

出雲路橋より上流側
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　　区間２　二条大橋より上流（高野川を含む）の具体的な方法

　　①既存の流水部の存置　→　魚類や底生生物、水生植物等の生息・生息環境を保全

　　②除去後の中州は整正・敷均しをせず透礫層を創出　→　植生の早期再繁茂を抑制、礫河原の再生

　中州管理イメージ横断図

　　　

　二条大橋より上流区間の中州管理イメージ横断図（拡大図）

　二条大橋より上流区間の中州管理イメージ平面図

※平成23年度以降、洗掘に
よる護岸への悪影響を防ぐ
ため、護岸際の寄州は残す
ことにした。

第７回鴨川府民会議（H21.9.1） 中州管理の基本的な考え方

①現況の河床を保全（整正・敷均しは行わない）

②掘削除去し透礫層を創出


